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※対象の設定がないものはどなたでも。費用の記載がないものは無料です。 対＝対象　定＝定員　講＝講師・出演者　費＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ日＝日時　場＝会場

問い合わせは各課のホームページ「組織の紹介」からも受け付けています。マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。
マークは健康都市大学の講座です。詳しくは図書・学び交流課☎（259）6917へ。

マークはヤマトン健康ポイント対象事業です。詳しくは健康づくり推進課☎（260）5803へ。
マークは健康都市大学の講座です。詳しくは図書・学び交流課☎（259）6917へ。

青少年健全育成講演会
☎（260）5036　青少年相談室
「心の発達と健康～子どもの心に寄り添
うために」日 7/2（土）10：00～12：00 場
渋谷学習センター 定先着150人 講ストレ
スケアクリニックイムスハ王子精神科専
門医　鈴木泰代氏 申電話で。講演会名と
氏名を記載し、ファクス（263）6955も可。

ぞめき大和2022
☎050（7303）4837　神奈川大和阿波おどり振興協会事務局
大和の夏の風物詩「神奈川大和阿波おど
り」の舞台演舞「魅せるおどり」を競う「ぞ
めき大和2022」を実施。ステージでの趣
向を凝らした構成、光と影の演出が見
る人を魅了します 日 7/10(日)14：30～
17：30頃 場シリウス内メインホール 費

1,500円。前売り券の販売場所など詳し
くは同事務局へお問い合わせください。
※市の所管はイベント観光課。

健康都市大学連続講座「お弁当カー
ドを活用した自分らしい魅力あふれ
るお弁当セミナー」        1㌽
☎（259）6917　図書・学び交流課
調理実習を伴わない食育セミナー。①食
生活設計のベースとしてのお弁当箱食事
法を学ぶ、②カードを活用して、お弁当
の構想を練る、③カードで完成したお弁
当の情報交換会 日 ①７/28（木）、②8/4
（木）・③10日（水）10：00～11：30（全3回）
場ポラリス 対市内在住・在勤者 定先着
20人 講日本家政学会認定家庭生活アドバ
イザー、神奈川大学附属中・高等学校講
師　安部明美氏 持筆記用具 申 6/10（金）

からシリウス内図書・学び交流課へ直接
または電話で。講座名、住所、氏名（フ
リガナ）、電話番号を記載し、ファクス
（263）6680も可。

お知らせ
6月は環境月間
☎（260）5106　生活環境保全課
この機会に、環境保全の大切さについて
認識を深めましょう。事業者は油や薬品
などの管理に十分注意しましょう。また、
家庭では汚れた水や不要となったペン
キ、灯油などを道路の側溝などに流さず、
適正に処分しましょう。

生活騒音などの防止のために
☎（260）5106　生活環境保全課
テレビ、楽器、空調機、ペットの鳴き声
などの生活騒音、庭でのバーベキューの
煙などは法令の規制対象になっていませ
んが、隣近所に迷惑をかけていることが
あります。問題が生じた場合はお互いの
立場を理解し、解決に努めましょう。

6/5～11は危険物安全週間
☎（260）5727　予防課
「一連の　確かな所作で　無災害」
暮らしの中の危険物には、ガソリンや灯
油、軽油などのほか、コロナ禍に伴い必
要な消毒用アルコールなどにも危険物が
使用されている製品があります。身近に
ある危険物の取扱方法や保管状況を確認
して、事故を防ぎましょう。また、危険
物施設で危険物の取扱作業に従事してい

る人は、原則3年以内ごとに都道府県知
事などが実施する危険物取扱者保安講習
を受講しましょう。10年に1度、免状の
写真書き換えもお忘れなく。

高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画審議会の傍聴
☎（260）5611　人生100年推進課
日 6/26（日）13：30～15：30 場保健福祉セ
ンター 定 5人 申不要（当日13：20までに直
接同センター5階501会議室前に集合）。

第7回やまと終活クイズ
☎（260）5622　おひとりさま政策課
自宅で楽しく終活の理解を深められるク
イズです。解答用紙を提出すると、採
点した解答用紙と参加賞を送付します／
クイズの入手方法▶電話またはファクス
（262）0999で請求。はがきで〒242-8601
保健福祉センターおひとりさま政策課へ
請求も可／解答締め切り▶6/30（木）（必
着）までに、ファクスまたは郵送で。

中小企業退職金共済などの
掛け金補助申請を受け付け
☎（260）5135　産業活性課
36か月を限度に中小企業退職金共済ま
たは特定退職金共済の掛け金の一部を補
助します 対平成30年5月以降に加入し、
昨年度中に掛け金を払い込んだ市税等の
滞納がない事業主╱助成額▶被共済者1
人につき、1か月に払い込んだ掛け金の
20㌫    以内で予算の範囲内で定める額（月
額1,400円が上限）に対象月数を乗じた
額 申 6/30（木）までに直接市役所産業活

性課へ（特定退職金共済は大和商工会議
所（中央5-1-4）へ）。

心身障害者医療費助成制度で
所得制限額を下回った人は申請を
☎（260）5665　障がい福祉課
所得制限により心身障害者医療費助成制
度の対象外だった人のうち、昨年中の所
得が制限額を下回った場合は、7/1から
新たに助成対象となります。助成を受
けるには申請が必要です╱所得制限額▶
360万4,000円（扶養親族0人の場合。扶
養親族の数が1人増えるごとに38万円を
加算した額）持各種障害者手帳、健康保
険証、マイナンバーを確認できる書類（個
人番号カードなど）、印鑑。本人以外が
申請する場合はその人の本人確認書類も
申 直接保健福祉センター障がい福祉課
へ。※対象となる手帳の等級はお問い合
わせください。

母子・父子家庭の就労支援給付金
☎（260）5608　こども総務課
①～③いずれも 対市内在住の母子・父
子家庭の親で、児童扶養手当の支給を受
けているまたは同様の所得水準にあり、
子の年齢が20歳未満の人（支給要件あり。
③は20歳未満の子自身も対象）申受講開
始前に要問い合わせ／①自立支援教育訓
練給付金▶雇用保険制度の教育訓練給付
金の指定講座などを受講した場合に費用
の一部を支給／②高等職業訓練促進給付
金▶看護師、准看護師、保育士、美容師、
調理師、介護福祉士、歯科衛生士、社会
福祉士、シスコシステムズ認定資格、LPI
認定資格などの資格取得のために養成機
関で修業し、資格の取得を見込める場合
に給付金を支給／③高等学校卒業程度認
定試験合格支援給付金▶高等学校卒業程

度認定試験の合格を目指す講座を受講し
た場合に受講費を補助。

65歳以上の在宅要介護者の
家族に紙おむつを支給
☎（260）5611　人生100年推進課
対次のすべてに該当する65歳以上の要介

大和市は自主財源を確保するため、「広報やまと」に広告を掲載しています。

やまと子ども伝統文化塾の受講者を募集　☎（260）5222　文化振興課

来年1月には、発表イベントを開催予定。詳しい日程や申し込み方法は、各教室を開催する団体へお問い合わせください。
いずれも 場各学習センター、コミセンなど 対市内在住・在学者 定先着順 費一部実費負担あり。

教室名 対　象 定　員 団体名・連絡先
子ども茶道教室 小学4～6年生 25人 大和茶道会☎（267）5857（中根）

ジュニアいけばな教室 小学生～高校生 30人 　桂
け い ふ う

楓会☎（267）8078（野口）

百人一首競技かるた教室 小学生～高校生(小学3年生
以下は保護者同伴) 40人 さがみ野かるた会☎080（6659）1968（石田）

古典芸能こども教室 6歳～中学生 10人 大和市古典芸能を楽しむ会☎（272）2128（山本）
尺八体験教室 小学4年生～高校生 10人 　大和三曲協会☎（264）2605（奥本）
箏
こ と

体験教室 小学生～高校生 16人 　大和三曲協会☎090（6313）6540（牛原）
ジュニア日本舞踊教室 3歳～高校生 25人 　おどりのわ☎090（3917）8981（八木）
琵琶・吟舞体験教室 小学生～高校生 20人 大和琵琶樂

が く

剣詩舞道会☎（263）2584（鎌
か ま だ

田）
親子詩吟体験教室 4歳～中学生 20人 大和市詩吟連盟☎（275）5752（小須田）
子ども書道教室 小学生～中学生 40人 　清

せ い ほ

蒲書道会☎090（5555）3802（鈴木）
雅楽体験教室 小学５年生～高校生 22人 大和市雅楽協会☎080（6994）2766（松永）

やまと子ども能 小学生～高校生 20人 大和市スポーツ・よか・みどり財団
「やまとこども能」係☎（263）3100

護者を在宅で介護している家族／①大和
市に住民登録がある市内在住者（1か月以
上の入院や施設入所している人を除く）、
②介護保険法の要介護3以上（要介護3の
人は寝たきりまたは認知症の程度により
判定）、③要介護者とその同一世帯の家
族全員が、市民税非課税の世帯。

市は、健康都市大学の講座や生涯
学習に関する情報をまとめた「健
康都市大学ガイドブック2022」を
発行しました。ぜひご活用くださ
い／配布場所▶シリウス、各学習
センター、各コミセンなど。
※ガイドブックは市のホームペー
ジでもごらんになれます。

「健康都市大学ガイドブック2022」
を発行

☎（259）6917　図書・学び交流課

親子で市内の史跡や名所を巡ります╱コース▶①8㌖、②6㌖、③4㌖ 日 7/16（土）
（受付時間▶15：00～18：30。コース別の受付時間は参加者に通知）場深見小学
校集合 対市内在住・在勤・在学の18歳未満の子と保護者（または成人の責任者）
を含む2～5人程度のチーム（最大7人。③は車いす使用者も参加可）※チームメン
バーは全員同居の人に限る。 定①20組、②25組、③30組（定員を超えた場合は
抽選）申 6/23（木）17：00（必着）までに希望コース（第2希望まで）、参加者全員の
氏名・年齢（小学生～高校生は学校名も）、代表者（成人）の郵便番号・住所（市外
在住者は勤務先も）・緊急時に連絡が取れる電話番号、車いす使用者はその旨を
記載し、直接またははがきで〒242-0018深見西1-2-17ベテルギウス内こども・
青少年課へ。市のホームページから電子申請も可。※ゴール会場での受付終了後、
順次解散（最終組は21：15を予定）。※未就学児が参加するチームは、短い距離を
推奨。車での来場不可。

「親子ナイトウォークラリー」の参加者を募集
☎（260）5226　こども・青少年課 3㌽

☎（260）5226　こども・青少年課
「こども体験事業」の参加者を募集

東日本大震災の被災地である岩手県陸前高田市を訪問し、地域の人との交流な
どをします 日事前研修：7/10（日）・17（日）、7/31（日）（10日は保護者説明会あり）、
被災地訪問： 8/7（日）～9（火）、事後研修： 4回実施予定（開催日、会場は参加者
に後日通知）、活動発表：11月の青少年健全育成大会で発表 場保健福祉センター
ほか（参加者に後日通知）対全日程に参加できる市内在住・在学の①小学5・6年
生、②中学生 定各10人（定員を超えた場合は抽選）費①1万2,000円、②2万4,000
円（新幹線往復交通費相当分）申 6/25（土）（必着）までに、住所、氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、電話番号、学校名、学年、参加への意気込みを記載し、直接
またははがきで〒242-0018深見西1-2-17ベテルギウス内こども・青少年課こど
も体験事業実行委員会へ。市のホームページから電子申請も可。




